4　歴史物語　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おお),大)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かがみ),鏡)　九条殿のすばらしさ　着眼点　文法　復習④　助動詞の復習③　終止形・連体形・その他接続
美しい姫君に心魅かれた中将は、姫君が近く入内することを知り、従者の光季と親交の深い童女（若き人・花）の助けを借りて、姫君を連れ出そうと考えた。
おほかた、この九条殿、いとただ人にはおはしまさぬⓐにや、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おぼ),思)し召し寄るゆく末のことなども、かなはぬはなくぞおはしましける。㋐口惜しかりけることは、まだいと若くおはしましける時、「夢に、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),朱)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ざく),雀)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もん),門)の前に左右の足を西東の大宮にさしやりて、北向きにて内裏を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いだ),抱)きて立てⓑりとなむ見えつる」と仰せられけるを、御前に㋑なまさかしき女房のさぶらひけるが、「いかに御股痛くおはしましつⓒらむ」と申したりけるに、御夢たがひて、かく子孫栄えさせ給へど、摂政・関白えしおはしまさずなりにしなり。
①また御末に思はずなることのうちまじり、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そち),帥)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(どの),殿)の御ことなども、②かれがたがひたる故に侍るめり。「いみじき③吉相の夢もあしざまにあはせつればたがふ」と、昔より申し伝へて侍ることなり。荒涼して、心知らざらむ人の前に、夢語りなしおはしまされそ。
語注

西東の大宮＝西大宮大路と東大宮大路。

帥殿の御こと＝藤原伊周が藤原道長との政争に敗れ流罪になったこと。

荒涼す＝うっかりする。

問一　下段「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。

〔　　　〕は若いころに〔　　　　〕を見たが、〔　　〕が内容を間違って解釈したため、〔　　〕は栄えたものの、〔　　〕・〔　　〕にはなれずに終わった。

このように、道理を知らない人に〔　　　〕をしてはならない。
問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐〔　　　　　　　　　　〕㋑〔　　　　　　　　　　〕

問三　　〔文法〕　二重線部ⓐ～ⓒの文法的意味を答えよ。　〈1点×3〉
ⓐ〔　　　〕ⓑ〔　　　〕ⓒ〔　　　〕

問四　〔チェック問題〕　助動詞の復習③　終止形・連体形・その他接続

　次の傍線部を現代語訳せよ。　〈2点×5〉

１　鸚鵡（は）人の言ふらむことをまねぶらむよ。　（枕草子）

２　帰り入らせ給はむことは、あるまじくおぼして、…　（大鏡）

３　深き志はこの海にも劣らざるべし。　（土佐日記）

４　この川にもみぢ葉流る奥山の雪解の水ぞ今まさるらし　（古今集）

５　扇を広げたるがごとく末広になりぬ。　（方丈記）

１〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
２〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
３〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
４〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
５〔　　　　　　　　　　　　　　　〕
問五　傍線部①とは、どのようなことを言っているのか。最も適当なものを選べ。　〈7点〉

ア　九条殿の子孫に良いことが多く起こる中にも、想定外の悪いことがいくつか起こったということ。

イ　九条殿が生存している間には想像もつかなかったような、子孫の繁栄ぶりであるということ。

ウ　だれも想像していなかった数々の吉事が起こった結果、九条殿の子孫が繁栄したということ。

エ　子孫に起こる凶事をつい想像してしまって、九条殿がうちひしがれているということ。

〔　　　〕
問六　傍線部②を現代語訳せよ。　〈6点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
問七　傍線部③について、

(1)　夢の内容を具体的に表している部分を本文中から抜き出し、最初と最後の三字を答えよ。　〈4点〉
〔　　　　　　〕〜〔　　　　　　〕

(2)　この夢はどのような未来を暗示したものであるのか。三十字以内で答えよ。　〈12点〉
〔　　　〕
【解答】
問一　九条殿　吉相の夢　女房　子孫　摂政　関白　夢語り
問二　㋐＝残念である　㋑＝こざかしい　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝断定　ⓑ＝存続　ⓒ＝現在推量　〈1点×3〉
問四　１＝人の言うようなことを真似るそうだよ。　〈2点×5〉

２＝あってはならないことだとお思いになって、

３＝この海にも劣らないだろう（劣らないに違いない）。

４＝今、増しているらしい

５＝扇を広げたように

問五　ア　〈7点〉

問六　（こざかしい）女房が（夢を）間違ったことによるようです。　〈6点〉

問七　(1)＝朱雀門～立てり　〈4点〉
(2)＝九条殿が摂政・関白に上りつめるほどの栄華を極めるということ。（30字）〈12点〉
【補充問題】

問１　「思し召し寄るゆく末」（１行目）を現代語訳せよ。

問２　「えしおはしまさずになりにしなり」（５行目）を現代語訳せよ。

問３　「夢語りなしおはしまされそ」（８行目）について、

(1)現代語訳せよ。

(2)それはどのような人に対してであるのか。本文の内容に即して答えよ。

【補充問題解答】

問１　お考えつきになる将来
問２　できなさらなくなってしまったのである。
問３　(1) 夢を語ることをなさるな。
(2) ものの道理を分からないような人
　
